
令和6年度事業報告書

ASEAN諸国留学生奨学金



令和６年度事業報告等

令和６年度は、ASEAN奨学生の日本企業に対する理解をこれまで以上に深めるため、ご

寄付をいただいている東急株式会社及びグループ企業の説明会を開催しました。

また、ASEAN諸国奨学生交流会では、寄付企業の紹介動画の上映や、日頃より奨学生の

キャリア支援にご協力いただいている企業の紹介パネルの展示など、さまざまな取り組

みを行いました。

本報告書では、令和６年度の事業内容、奨学生採用状況等をご報告するとともに、令

和７年３月に卒業した第５期生からのメッセージを掲載いたします。

１．奨学生募集活動・選考試験／その他

①対象国：インドネシア／カンボジア／タイ／ベトナム／フィリピン

マレーシア／ミャンマー／ラオス

②募集活動・選考試験

第１期（３月募集）出願期間：令和6年3月1日（金）～15日（金）

最終合格発表：令和6年4月26日（金）

合格者数：8名（ベトナム2名／フィリピン3名／タイ1名／カンボジア1名/ミャンマー1名）

第２期（９月募集）出願期間：令和6年9月2日（月）～10月4日（金）

最終合格発表：令和6年12月2日（月）

合格者数：8名（ベトナム3名／ミャンマー3名／フィリピン2名）

合格者合計：16名（ベトナム5名／フィリピン5名／ミャンマー4名／タイ1名／カンボジア1名）

２．ASEAN奨学生としての活動

①「ジャパン・スタディーズⅠ」夏期インターンシップ

ASEAN奨学生が受講するキャリア教育科目「ジャパン・スタディーズⅠ」では、本学の

キャリアセンターが主体となり、さまざまな企業の協力のもと、奨学生と企業とのマッ

チングを行いました。奨学生は夏季休暇中に個別でインターンシップに参加し、日本の

企業文化や働き方への理解を深めました。
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②企業見学会

日付：令和6年9月25日（水）

ASEAN奨学生２年生を対象に、企業見学会を実施しました。

午前は東急本社を訪問し、堀江正博東急取締役社長、巴政雄亜細亜学園理事長と面会し、

留学生代表から奨学金に対する感謝の言葉が伝えられ、懇談が行われました。

午後には東急株式会社文化・エンターテインメント事業部およびホテル・リゾート事

業部を訪問し、東急歌舞伎町タワー建設の経緯や掲げるビジョンについて学び、実際に

歌舞伎町タワーを見学しました。高級感のある映画館（109シネマズプレミアム新宿）や、

日本のおもてなしの心が詰まったホテルを見学し、奨学生たちは終始興奮気味でした。

③第３回ASEAN諸国奨学生交流会

日付：令和7年1月31日（金）

ASEAN諸国留学生奨学金制度に継続的にご寄付をいただいている企業様をはじめ、東急

グループ各社様、インターンシップ協力企業様、奨学生採用実績企業様、合計10社31名

の方々がご参加くださり、学内関係者と奨学生、卒業奨学生をあわせて119名が一堂に会

しました。



３．奨学生の課外活動参加（一例）

①国際交流パーティー

日付：令和6年6月15日（土）

奨学生を含む本学の留学生が、出身国のブースを

設置し、国を代表する料理、楽器、民族衣装などを

展示し、伝統楽器の実演も交えながら来場者に

自国の文化を紹介しました。

②国際交流キャンプ（山梨県山中湖畔）

日付：令和6年8月5日（月）～6日（火）

今年も山中湖畔で1泊2日のキャンプを実施しました。

外国人留学生、日本人学生合わせて49人が参加し、

夏休みのスタートに新たな友だちとの交流を

楽しみました。

③留学生日本語弁論大会

日付：令和6年12月5日（木）

第45回太田耕造杯留学生弁論大会として実施され、

「私が日本で受けたカルチャーショック」をテーマに、

流暢な日本語での笑いあり感動ありの弁論で

会場を沸かせました。

④卒業生理事長との懇談会

日付：令和7年3月15日（土）

令和6年度はマレーシア出身のタン ユーシュウさん

（株式会社ザ・キャピトルホテル東急に就職）

1名が卒業を迎えました。奨学金に対する感謝の

気持ちを流暢な日本語で語り、巴理事長をはじめ

お世話になった先生や職員と談笑を交わしました。
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１．年度別奨学生採用実績（令和7年4月1日現在）

２．国籍別・学部別在籍奨学生人数表（令和7年4月1日現在）



奨学生卒業後の進路

5

※令和3年3月現在

※令和4年3月現在

※令和5年3月現在



奨学生卒業後の進路
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※令和6年3月現在

※令和7年3月現在
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この度は、ASEAN諸国留学生奨学金を通じて、貴重なご支援を賜り、心より感謝申し上げます。日本での

留学生活は、私にとって人生の大きな転機となりました。学問面はもちろん、人間的にも大きく成長する

ことができました。

1年目は新型コロナウイルスの影響で来日できず、母国でオンライン授業を受ける形となりました。不安

もありましたが、先生方やインターナショナルセンターの温かい支えのおかげで、遠隔でも日本での学び

を着実に進めることができました。来日後は、対面授業やさまざまな交流を通じて、多くの刺激を受け、

充実した学生生活を送れました。

亜細亜大学での学びは、専門知識を深めるだけでなく、多様な価値観を持つ友人たちと出会い、異文化

への理解や尊重の姿勢を養う機会となりました。授業や課外活動を通じて、多角的に物事を捉える力を身

につけたことは、自分にとって大きな財産です。

また、日本社会での生活を経験する中で、礼儀や責任感、細やかな配慮の大切さを実感しました。これ

らの力は、今後の人生において必ず自分の糧になると確信しています。

4年間、奨学金の支えがあったからこそ、多くの挑戦に取り組むことができました。心より感謝申し上げ

ます。今後は、留学生活で得た経験を土台に、国や文化を越えて人と人を繋げられる存在を目指し、ホテ

ル業界でのキャリアを築いてまいります。

ASEAN奨学生 第５期生

タン ユーシュウ〔国際関係学部卒〕

就職先：ザ・キャピトルホテル東急

国 籍：マレーシア



発行 学校法人亜細亜学園

国際連携部インターナショナルセンター
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